令和4年第420回信濃町議会定例会9月会議 会議録（4日目）

（（令和4年9月7日　午前9時45分）
●議長（佐藤武雄）　おはようございます。ただ今の出席議員は、12名全員であります。本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。日程に入る前に、昨日の湊議員の一般質問で、答弁保留になっていた件について、回答の申し出がありましたので許可をいたします。柄澤住民福祉課長。
■住民福祉課長（柄澤　豊）　はい。昨日、湊議員さんからの一般質問で、答弁保留になっていた件について発言をさせていただきます。過去、住民福祉課に障がい者用で、QRコードを読み取ると、音声で読み上げてくれる機器があったが、今どうなっているかという内容だったと思います。活字文字読み上げ装置スピーチオという機器で、平成20年3月に購入した機器が、福祉係に過去ございました。機械ものですので、28年時点で老朽化で使えなくなりまして、また、利用もありませんでしたので、更新せずに令和元年度末で、破棄をさせていただきました。以上でございます。
●議長（佐藤武雄）　日程第1、通告による一般質問を行います。　
通告の6、佐藤博一議員。
1、コロナ禍における町長の政治姿勢　　　　　　  
2、病院の休日の受付体制　
議席番号６番　佐藤博一議員。
◆６番（佐藤博一）　おはようございます。議席番号6、佐藤博一でございます。本日は二つの質問をしたいと思いますが、まず一つ目の質問、政治姿勢について。これは通告書を書いたころから、私自身、気持ちがだいぶトーンダウンしてきました。そういった面で、できるだけ質問に答えていただければと思いながら、まずコロナ禍で、町長の政治姿勢という、結構、政治姿勢という大きなお題目をあげてみたんですが、いままでの横川町政の、町長の政治姿勢というのは、かなりやはり住民に寄り添った姿勢を保ちながら、また、その住民のやはり皆さんの命というものを預かっていらっしゃる病院建設というところに注力をされて、さらには人口減少、これをなんとか食い止めると、そういったところで、人口を増やす策をとってみえたと。そういった政治姿勢は、非常に我々にもわかりやすいものでありました。ただ、このコロナ禍となってくると、そういう中での政治姿勢は、町長ご自身どのような政治姿勢を貫いてきたかと、そのへんをまず伺ってみたいと思います。お願いします。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　おはようございます。佐藤博一議員さんから今、コロナ禍における、特にコロナ禍における、その政治姿勢といいますか、ということでのご質問でございます。当然、前段おっしゃられました最重要課題としての、人口減少対策というのは、極めて大事な課題であるということで、就任当初から、そのことに向けても注力をしてきたつもりでございます。今おっしゃられるように、このコロナ禍で、通常の何て言いますか、政策施策が、どういうふうになっているというのは、見えづらいというのは、確かにおありになるかなあと思います。私は基本的には、何て言いますか、住民サービス、現状の住民サービスが、可能な限り維持できるような、こういうことを一つの心構えとして、進めてきているということでございます。コロナ禍という観点からしますと、当然に地元の産業、そしてまた町民の普段の暮らし生活、そういった部分で、行政としてできる分野については、しっかりと対応しなければいけないという心構えとして進めてきたかなと、自分では思っておりますし、そんなことでは、状況的にはそういうことだということだと思います。ただ、このコロナ禍においても、やはり基本的な分野については、しっかりと未来につながる、そんな思いを持って、今の病院建設もそうですし、それから今、組合立でやっておりますし尿の問題、この辺の問題についても課題として、その方向性を導き出すべく、努力を重ねてきているということでございますのでよろしくまたお願いしたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。

◆6番（佐藤博一）　地元の産業のご商売やってらっしゃる方を守っていくと、そういった面では、様々な策を講じてきております。なかなかそれは、まず国の財源ありきの中からやっていることだと思います。そういった中で、8月新聞の折り込みにマイナンバーカード、これのキャンペーンのチラシが入っておりました。これは通告にも書いておいたんですげれども、DXの取り組みと、そういったところでございますが、実務的なら総務課長の方にお伺いしますので、町長慌てなくて大丈夫です。マイナンバーカード、これ実は私もうちの妻も地域交流施設に行ってみました。行きましたら、何人かお見えでしたし、一番良かったのは、応対してくれた職員、町職員ですね。非常に丁寧に、まさに民間会社の方がやっているような丁寧さで応対してくれて、スムーズに私も妻も、マイナンバーカード妻は初めて作った、私はもともと持っていたのでポイント付与と、非常にスムーズにやってくださいました。それは正に感激して帰ってきたんですけれども、ちょっとお伺いしてみたいんですが、町長ご自身も、マイナンバーカードをお作りになって、そのポイントというものはどうでしょうか。もらっているんでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　マイナンバーカードそのものについては、私もだいぶ以前に取得をさせていただいたところでございますし、そしてまたせっかくの制度としてのポイント付与ということでございますので、一挙に最高限度額のポイント付与を頂戴したということでございます。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　そういった意味では、町長も町内でお買い物をしていただければ、また経済効果現れると思いますし、またもう一つちょっとお伺いしたいのですが、これは町長か総務課長になろうかと思うのですけど、これだけキャンペーンを、チラシを入れて、町民の方に、週末ですけど来てください、来てくださいでやったということは、当然これは、信濃町デジタルトランスフォーメーション、まあDXですね。イノベーション推進プロジェクトという事の一つの中で、このマイナンバーを進めていくということの中にあったと思うのですけれども、これだけ住民の、我々テレビのCMでもかなり毎日のごとく、マイナンバーカードを見せられておりますが、これはやはり行政としてみると、国の方からそれだけマイナンバーカードを推進しなさいということを求められているんでしょうか。ちょっとそれお伺いしたいんですが。総務課長で良いですか。
●議長（佐藤武雄）　松木総務課長。

■総務課長（松木和幸）　はい。国からももちろんそういう話はありますが、やはり住民の皆さんが今後オンラインによる申請等をするにあたって、やはりこのマイナンバーカードを取得していただく、これが重要かというふうに思っておるところでございます。以上です。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　我々の世代のみならず、本当はもうちょっと上の方にも頑張って取得していただければ良いんでしょうけれども、若い方々にとっては非常に慣れた世界だと思います。その若い人の中にも、これ結構取得率となるとどうなのかなあと考えるところあるんですが、実は、その入ってきたチラシにつきまして、実に私は読みにくかったなと思っています。うちの妻と二人で見て、やはりぱっと見て、地域交流施設へ行きたいと、いかに思わせるかがチラシの効果で使命であって、裏を見るとジュースくれますというのがあったので、これは良いなというのはあったんですけれども、それよりも前にマイナンバーポイントを付与します、ちゃんと教えてくれますということが、書いてあったので、我々は一応はそれはわかったのですが、お年寄りの方と言ったら失礼ですけど、これかなり小さかったですね。A4の中に、裏面、表裏かなり凝縮して並べてあったものですから、結構これもう少しA3とかB4とか大きなチラシにして、大きな文字で分かりやすく入れたら良かったのになあと、これちょっと思ったのですが、総務課長は実際制作現場側だと思うんですけれども、どうでしたですか。
●議長（佐藤武雄）　松木総務課長。
■総務課長（松木和幸）　チラシとしては、A4版でやりましたが、ポスターとしては大きなポスターを作って、町内の商店と言いますか、お店屋さんにも貼らせていただくような方法を取らせていただきました。以上でございます。

●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　住民の方からは、なんか分かりにくいとかそういった苦情とかありませんでしたか。
●議長（佐藤武雄）　松木総務課長。
■総務課長（松木和幸）　はい。特段そういう話は聞いておりません。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　苦情は信濃町で我が家一軒でした、はい。実際ここのところにDXとは、デジタルトランスフォーメーションとは、とうたいまして、非常に小さい文字で、このプロジェクトを通じて云々、より信濃町のデジタル化のって書いてあるんですけど、この文章、どうこうは言いませんけれども、これ自体が、信濃町この町で進めている2社ぐらい工場あったと思うんですけれども、これから進めて行くことなのかなと。そういった意味で、以前も町長も挨拶されてましたけれども、SDGsとか、やっぱりこういったDXとか、やはり新たなものが、これからの町が求められている姿勢なのかなということを感じました。これ自体、2社応募があって、それで選んでいったわけですけれども、先般新聞、先般私どもの代表監査委員さんからの指摘があって、新聞にも報道されて結構ワーッとなったところの、やはりコンサルティング会社を使うやり方、あれとこれもまた似てくるのではないかなあというふうに、非常に、これも国からお金がおりてきているわけでございまして、それをまた、コンサル会社なりにお願いしていると。それがまたチラシを見た限り、裏面に様々なイベントの告知がございました。これもまたかなり小さくて、メタバース体験とか、キャリアデザインセミナーとか出ているわけですよ。これが講師先生なり、来てくださる方がすべて外部の方です。というと非常にチラシを見ただけで、丸投げしているんじゃないかなと。丸投げちょっと失礼な言葉かもしれませんけども、全て委託、業務委託契約を結んだうえでやっていることですから、良いんですけど、その辺のなんか住民の方にこれも分かりにくい、私は分かりにくいかなというふうに感じました。このDXの方ですね。これからの進め方で、まだまだ住民の方、業者さんの方を相手に進めていくというふうに聞いているんですけれども、そのへんが総務課長、これからのスケジューリングって、なにかどうなっているか示せるところはありますか。
●議長（佐藤武雄）　松木総務課長。
■総務課長（松木和幸）　今お話にあった8月に5日ほど、このマイナンバーカードの申請に対してのイベントといいますか、説明等をやらせていただきました。235名の方に来ていただき、新規で100名の方が、新規でカードを取得されました。今後でございますが、まず住民の皆様向けにつきましては、次年度に向けて、世代別のニーズの調査を行ってまいりたいと考えているところでございます。また、産業向けといいますか、産業DXといえばよろしいでしょうか、事業所の方々向けにつきましては、信濃町商工会様と連携をさせていただいいて、やはりニーズ調査を行って、10月から12月にかけて、セミナーを3回ほど開催する予定で今計画をしているところでございます。具体的決定はしておりませんが、e-taxとか、キャッシュレス決裁の普及について進めていければというふうに思っているところでございます。あと行政のDXですが、住民向け、産業向けまた役場庁舎と言いますか、行政DXも、これも進めなければならない分野でございます。今回６号補正で一部認めていただきました部分も含めて、ちょっと信濃町は、他市町村と比べると若干遅れている状況でございますので、少しでも追いつくようにやってまいりたいと考えているところでございます。以上です。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　はい。春先ね、これについていろいろ我々も全員協議会で説明を受けて、8月にチラシが入って、あっ、始まったなと思っていました。今総務課長からの、これからのスケジュールを聞いて、特にニーズを把握するというところを、丁寧にやっていくんだなあというふうに感じましたから、これからまたよく見て行きたいなと思います。あと、これは実際にその後の展開が見えないって、ちょっと質問で書いたんですけれども、質問に職員の戦力保持って書いたんですが、やはり、お題目に上げました、町長の政治姿勢、これを支えているのは、まさに職員の皆さんであって、町長が何をやりたいと言ったら、まず職員の方から、職員に下すのか、様々ありますけど、こういうことをやりたいと、それを認めるのは町長であり、副町長であり。ちょっとお伺いしたいのですが、人事権、そういったものは、政治家として町長はどのように人事権というものを、政治姿勢の中で人事権はどのようにお考えになってきましたでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　改めてそういうふうに言われると、ちょっとどういうふうにお答えしてよいか、私自身も迷うわけでございますが、要は業務が適正に、どう実現できるかという、その観点に立って、適材適所の人事をするということが基本的な分野だと思っておりますし、今までもそういうことで進めてきたかなと思っております。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　この人事権ですけれども、法律的には、町長、副町長お二方持てると思うんですよ。この二人でどのようにやっていたかはわかりませんが、やはりこれ職員が、政治家に、特に町長にお仕えするにあたり、やはり一番は人事権だと思います。これによって職員が、3月頃になると目を白黒させながら、次はどこへ行くんだろうと、やはりこれは自分が飛ばされるんではないかという危惧をもった職員にしてみると、非常に人事権は怖いものでありますし、一生懸命どこへ行っても自分はやっていけるんだという職員は、その人事権、それでどこへ自分が行かされようが、見てても職員の皆さん、私ずっと見てきましたけど、非常に打たれやすい職員もおれば、打たれたら沈んでしまうような職員も見てきました。そういった中で、この書いた戦力保持ですよね。やはりこれはどんなトップになっても、この役場の機能だけは、戦力保持だけは緩めるわけ行かない場所ですよね。そういった意味で、政治家たる町長が、それをサポートしていた副町長なりが、職員をどう使っていくか、一番の要は、各課長さん方だと思っています。これ町長ひとりっきりに、全員のことをわかりなさいと言っても、たぶんわからない面が出てくると思います。予算でも決算、特に予算ですよね。説明は受けているんですけれども、ほとんどその場ではわかって、次の項目がくると素通りしていくと思います。膨大な量を町長は見なければ、これが正に政治家であって、そこからやはり横川町政の一番の進むべき道の、先ほどお伺いした人口減少を食い止める、また病院を建設する。そういった命題を見つけながら、様々な職員の提案なり、そういった物で、また指し命令もしながら、動いてきたと思います。そういった中で、この間の、もう一回戻りますけれども、ちょっと新聞に取り上げられたような事件、事件というか、事ですね。たぶんあれ町長知らなかったような気がするんですよ、私は思うに。そうするとじゃあ誰が全部動かしていたかというところに行きつくと思います。町長はそういう意味では、ああいう細かい、細かいと言ったらあれですけれども、結果だけ聞かされているだけで、さっきのマイナンバーのチラシもそうです。小さい、私が言ったA4だの、裏面が細かいだの小さいだの、そんな細かい所は、たぶん町長は見てないと思います。マイナンバーのポイントをもらったことだけはしっかり覚えている。マイナンバーの、先ほど総務課長がおっしゃった一番大事なところの方向性は、町長はつかんでいらっしゃる。やっぱりそういう方向性はたぶんつかんで、当然政治家の進むべき道はそこだったので、方向性はつかんでいたのは良いんですけど、細かい所で、やはり職員が、どういう、ある意味、上にあげないで事を進めて後で知らなかったという世界かなと思って見てました。その件はちょっとすみません。次の質問に移ります。次の質問は、病院の休日の受付体制なんですが、これについては、毎回というか、ここのところ事例の質問をしているんですけれども、住民の方から私宛に非常にお怒りの電話をいただき、蜂に足を刺されたと。そのあと見に来いと言われて、実際見にいったんですけども、これからまさに蜂が、かなり飛ぶ時季でございます。私の身近な方でも、かなり刺されたというような方も近所におりました。そういった方のことも、これから多くの方が出てくるということの中で、事例として7月の土曜の午後、かなりぼやかして書いたのですが、7月26日の午後、26じゃないか、7月の最終の土曜日だと思います。蜂に刺された住民の方が、病院に電話をしても30分間応答がなかったと。これは聞いた話で、もうそこで何事だと思ったんですよ。これちょっと質問して、事務長のご意見なり、町長のお気持ちを聞いてみようと思ったものですから。ご本人さんにしてみれば、会社員だったんですけど、自分が電話し、また会社からも病院に電話し、手分けして30分電話しても出ないと。刺されたのが1時半で、2時にはお隣の町の病院まで電話して診てもらいました。そこにちょっと通告にも書いたのですが、住民の言葉としたら、病院をこれから新しく建設するんだけど、医療体制とか様々な体制云々の前に、こういう受付の、こういう新しくなってもこういう体制は大丈夫ですかと。住民の方は、例えば、相手は全然大きいですけれども、市民病院とか大きな所へ行くと、入口にはちゃんとガードマン、受付の専門の方がいらっしゃると。信越病院もそういうふうになるんですかね、というようなことを言って、痛みの怒りはもう消えていました。これからの信越病院は、どうなんだろうねと、非常に危惧しておられました。もう一個気になったのが、隣の町の医療従事者から、信濃町さん、まだそんなことやってんのというふうに、非常に嫌味を言われて帰って来たと。ということで、そういった休日ですね、土曜日、日曜日の受付。その受付から看護師さんの方にどうつないで、それから先生の方にどうつないでいくか。医療部分は問題ないと思っているんですけども、一番は住民の方が電話した時の受付、どのような体制か、また事務長さん、ここにちらっと書いておいたんで、結構お調べになったかなと思うんですが、病院事務長教えてください。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　今ご質問でご指摘いただきました件につきましては、日にち等はっきりしましたので、お答えしたいと思います。ご指摘の7月の宿日直の受付の確認をいたしました。30日の土曜日の午後というご指摘でしたので、30日は午前中11件、午後2件の来院の数が来ております。7月中の土日に関しまして、電話が鳴っていたが出られなかった、また電話を受けてお待たせした事例は確認できていません。受付の方法ですが、平日はもちろん営業、診療中、通常の診療中ですので、午前中の受付につきましては、民間委託の方が7、8名でやっております。休日におきましては、1名体制で、民間の業者に委託して電話対応も、看護師への取次も実施しています。夜間につきましては、病院職員が1名体制で実施している状況でございます。ただご指摘いただいたような部分につきましては、緊急告示病院として認可を受けている病院としては、あるまじきことでございますので、許可認定にかかわる重大な事態だととらえております。ご指摘いただいた事態は、これから無いように改善していくことが肝要ではございますが、まずは事態の把握が必要だと考えておりますので、指摘事項が無いように、また対応していければと考えております。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　今、許可認定病院であるまじきこと、その前に一人の方、外の事業者さんにお願いしていると。それはたぶん事務をやりながら電話を受けている方だと、兼務している方だと思うんです。その方が例えば席を離れる場合も、スマホなりちょっとわからないけど、病院内の、昔はPHSと言ったかもしれないけど、院内電話のようなものを持ちながら、必ず席を離れてどこにいても電話取れない状態はないと思うんですよ。これが今、事務長の答弁ですと、無かったと。住民の方は確実に刺されたと。そこでもう平行線になっちゃうわけですから。そういう意味では、まだこれから蜂に刺される方々が、それも2回目3回目刺されたら、かなり重大な方がいらっしゃると思うので、そういうことがおき、特に土日って、草刈りなり様々やりますので、先ほど、非常に気を付けて、これから気を付けて注意をしていくというようなことは、おっしゃいましたが、私は、もう一人、先ほど職員で日曜日はやると言ったんですけど、やはりこの町の宿直でも、専門の方に、これから10月からお願いするように変えましたよね。やはり事務は事務、電話を取って、余計な経費がかかると思えばかかりますよ。でも、事務は事務で、事務方で発注している事業者さんがあるわけです。だからその事業者さんは出てもらうにしても、電話だけはやっぱり専門の方なりが受けていただく、これがもう本当、警備会社でも良いと思うんですよ。病院ってそれだけ様々な、薬からなにから人の命を預かっている所なのに、入口を見ていると、これは今の病院では、もう誰でもスルーして入って行けますけど、新病院になっていっていったら、やはりそこまでもセキュリティーも考えていかなければいけないんじゃないかなと思うので、今からそういった意味で、別な方を、ひとりが兼務するのではなくて、町内のシルバーさん電話番じゃだめですよ。もっと専門の方です。雇ってもらうような方向で、来年度から予算付けされていったらどうですか。事務長。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　まず初めに今回ご指摘あった部分もあるのですが、今年の8月に入ってから、かなり来院される患者さんが増えまして、発熱患者等、受付の方もかなりひっぱくしましたので、8月の20日からは、事務はとりあえず午前中二人の複数体制を取らせていただいた経過もございます。看護師におきましても8月20日以降しばらく二人体制、午前中だけ二人体制を取りました。今後の病院における受付の改善方法、今の現状よりも変更するというお話、ご提案でございますが、病院の受付体制とは、今、青写真というか、基本計画の中では想定はしてございますが、ただ病院の一番は、今回のような事例がないような形で対応しなければいけないという部分も踏まえて、どういうやり方が一番良いのか。病院の経営のことも踏まえた中で、どうすれば良いのかなというのは検討しなければいけないと思っています。

●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　あんまり今、的確な回答もいただけてなく、新たな病院に向けての検討という、現状は人数を増やした上で対応はしておりますけれども、それもどちらかというと、その場しのぎのようなやり方なので、もう少し年間を通してちゃんと計画していくとか、これからまた、今まだコロナだからお客さん少ない。これがコロナが開けたら、スキー客が増えてくるとか、また冬になるとまた変わると思います。これがやはり我々やっぱりイメージしているのは、病院ってやっぱり守衛室みたいのがあって、非常にそこに名前を書いて入っていくとか、普段の日頃の通院だったらいいんですけど、病院のカードなりを通せば入っていけるようなシステムをイメージしてます。休みの日とかだと、やはり守衛さんがいて、そこに何の目的で来たということをはっきり言って、それがその守衛さんがイコール、今度電話対応をしていると。それが取次役だというような、またイメージ持っちゃっているものですから。その辺も考え合わせながら、改善方向に進んで、予算さっき取ってくださいと言っても、あまり良い顔されなかったので、また、事務長の所、どんどんお邪魔しますので、良い方向に進めていってください。町長にお伺いしますが、病院の開設者として、やはり今回の蜂に刺された住民の方は、刺されたという訴えをしています。電話をかけたけどつながらないという訴え、病院側としたら、全部調査したけど、無いよと。となるとどっちが正しという話になって、白黒つけるような話ではないんですが、やはり私としてみれば、病院は病院で、普段やはり議会として見させてもらっていますし、住民の方は住民の方で、やはり日頃接している方なので、どちらも大事です。町長が今お聞きになってもらってて、やはりこういった蜂に刺されたとか、別にこれは蜂に刺されたのは、一つの事例なんですけれども、住民からの申し出が、例えば我々に合って初めて気づく、これは他の課でも起こりうるような話なんですよ。住民が黙って泣き寝入りしているようなことでは、わからないで、そのまま誰もわからないで過ぎていってしまいます。住民が、やあこういうことが起きましたと言ったことが、我々議員にきて、議員がどう取り上げていくかも、それも取り上げ方にもよるんですけども、今回のような病院の状態ですね。これを住民のおっしゃったことが正しいとすれば、町長はどのようにお考え、感じましたか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　今佐藤議員からは、一つ通常の中でのセキュリティの問題と、そしてまた具体的な事例に基づいてのことのお話があったわけでございます。これ実態がどうだったかというのを考えるのは、なかなか難しい部分なんですが、しかし少なくとも、そういうふうに訴えられる方がおいでだったということは、むやみやたらにその訴えたわけではないだろうと思うんですね。したがって、私は新病院はともかくとして、今までの中でも自治体病院として、町民の皆さんと言いますか、患者さんに寄り添った対応をしていただきたいということを、機会ある場所では病院職員と言いますか、院長も含めてそんな話をお願いも含めてしているところでございます。こういう言い方はちょっとあれなんですが、その具体的事例が本当にどうだったのかということは、今の段階では、私自身も判断できない問題ですから、少なくともそういう思いに至らせない、そんな対応というのはやっぱりしっかりとしていく必要があるんだろうなと思います。特にやっぱり患者さん的な立場というのは、いわゆる弱い立場と言いますか、失礼ですが、そういう立場になってくるわけでございますので、そんな立場をしっかりと踏まえながら、対応させていただくということが極めて大事なことだと思います。
●議長（佐藤武雄）　佐藤議員。
◆6番（佐藤博一）　はい。以上で質問を終わらせていただきます。
●議長（佐藤武雄）　以上で、佐藤博一議員の一般質問を終わります。この際申し上げます。10時35分まで休憩といたします。
(終了　午前10時25分)
④－8

